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意見書意見書（（要旨要旨））

児童虐待防止対策の
さらなる強化を求める意見書

　政府においては、こうした痛ましい事件が二度と繰り返されな
いためにも、児童虐待防止対策のさらなる強化に向け、以下の事
項に取り組むことを強く求める。
１　平成２８年度に政府が策定した児童相談所強化プランを拡充し、
市町村における児童虐待防止体制の強化や中核市・特別区への
児童相談所の設置も加えた児童虐待防止体制を強化するプラン
を新たに策定するとともに、地方交付税措置を含めた必要な財
源を速やかに講ずること。

２　子どもの問題を児童相談所に一極集中させている現状を改め
ること。具体的には、児童相談所と市町村の役割分担をさらに
明確にするとともに、施設やＮＰＯ等民間機関・団体や他の行
政機関等との連携を強化して役割分担・協働を加速する児童相
談体制改革を行うこと。

３　児童相談所間及び児童相談所と市町村の情報共有については、
仮に転居があったとしても、危機感や支援状況が確実かつ迅速
に引き継げるよう、引き継ぎの全国共通ルールを定めること。
また、児童相談所と警察との情報共有については、必要な情報
がタイムリーかつ確実に共有できるようにするとともに、適切
かつ効果的に情報共有できるシステムを新たに構築すること。

４　全国共通ダイヤル「１８９」を児童虐待通告に限定し、児童相談
所の相談できる窓口につながるまでの間に半数以上の電話が切
れている実態を速やかに検証・分析し、その結果を踏まえ、児
童相談所への通告の無料化の検討を含め、運用の改善に努める
こと。

５　保育所や幼稚園・学校と情報共有を図ること。いじめ防止対
策と同様、小中学校の校務分掌に虐待対応を位置づけ、対応す
る組織を明確化するとともに、スクールソーシャルワーカーを
中心とした学校における虐待対応体制を整備すること。

【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大
臣、国家公安委員会委員長

主要農作物種子法に代わる公共品種を守る
新しい法律をつくることを求める意見書

　国に対し、主要農作物種子法に代わる公共品種を守る新しい法
律をつくることを求める。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、農林水産大臣

被災者の生活再建支援制度の改善を求める意見書
　国に対し、次のとおり被災者の生活再建支援制度を改善するよ
う強く求める。
１　被災者生活再建支援金について、最大３００万円の支給額を引き
上げること。

２　住家の半壊以下の被害への支援と、生活基盤の被害状況ごと
に支援を適用すること。

３　被災者一人一人を対象として支援を行うこと。
【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、

内閣官房長官

厚木基地の住宅防音工事対象区域における
８０Ｗ及び７５Ｗ区域の告示後住宅の防音工事
並びに８０Ｗ及び７５Ｗ区域の外郭防音工事の

実施についての意見書
　厚木基地の住宅防音工事対象区域において、以下の事項を実現
されるよう国に求める。
１　昭和６１年９月１０日告示の住宅防音工事対象区域で、８０Ｗ及び
７５Ｗ区域に所在する告示後住宅を、防音工事の対象とすること。
２　昭和６１年９月１０日告示の住宅防音工事対象区域で、８０Ｗ及び
７５Ｗ区域に所在する住宅を、外郭防音工事の対象とすること。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、防衛大臣

議会では9月定例会で、次の意見書を可決し、、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。
議会では9月定例会で、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。
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